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第
四
十
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
申
出
に
係
る
納
付
情
報
の
送
信
）

第
四
十
条
の
二

特
許
庁
長
官
は
、
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
許
料
等
又
は
手
数
料
を
納
付
し
よ

う
と
す
る
者
か
ら
、
当
該
特
許
料
等
又
は
手
数
料
の
納
付
に
際
し
、
前
条
第
一
項
（
口
座
振
替
に
よ
る
も
の
に
限

る
。）又
は
第
四
項
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
納
付
す
べ
き
特
許
料
等
又
は
手
数
料
の
額
そ
の
他
必
要
な
納
付
情

報
を
、
当
該
特
許
料
等
又
は
手
数
料
を
納
付
し
よ
う
と
す
る
者
が
預
金
又
は
貯
金
の
払
出
し
と
そ
の
払
い
出
し
た

金
銭
に
よ
る
納
付
を
委
託
し
た
預
金
口
座
又
は
貯
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
に
対
し
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使

用
し
て
送
信
す
る
も
の
と
す
る
。

２

災
害
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
前
項
に
定
め
る
納
付
情
報
を
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
特
許
庁

長
官
が
認
め
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
理
由
が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
当
該
納
付
情
報
を
送
信
す
る
も

の
と
す
る
。

（
口
座
振
替
に
よ
る
特
許
料
等
又
は
手
数
料
の
納
付
日
の
特
例
）

第
四
十
条
の
三

特
許
料
等
又
は
手
数
料
を
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
特
許
庁
長
官
が
歳
入
徴

収
官
事
務
規
程
（
昭
和
二
十
七
年
大
蔵
省
令
第
百
四
十
一
号
）
第
二
十
一
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
領
収
済
通

知
情
報
を
受
信
し
た
と
き
は
、
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
申
出
が
あ
っ
た
と
き
を
、
そ
の
納
付
が
さ
れ
た
と
き
と

す
る
。

第
四
十
一
条
の
見
出
し
を「（
委
任
に
よ
る
見
込
額
か
ら
の
納
付
又
は
委
任
に
よ
る
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
申

出
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
予
納
者
」
の
下
に
「
又
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
を
し
よ
う
と
す
る
者
」
を
、「
第

二
項
」
の
下
に
「
又
は
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
法
第
十
五
条
第
一
項
」
の
下
に
「
又
は
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
加
え
る
。

第
四
十
一
条
の
四
の
見
出
し
を「（
包
括
納
付
の
申
出
の
取
下
げ
）」に
改
め
、
同
条
中
「
包
括
納
付
申
出
書
」を「
包

括
納
付
の
申
出
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
の
七
中
「
第
四
十
一
条
の
六
」
を
「
第
四
十
一
条
の
九
」
に
改
め
、同
条
を
第
四
十
一
条
の
十
と
し
、

第
四
十
一
条
の
六
を
第
四
十
一
条
の
九
と
し
、
第
四
十
一
条
の
五
を
第
四
十
一
条
の
八
と
し
、
第
三
章
中
第
四
十
一

条
の
四
の
次
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
特
許
料
及
び
登
録
料
の
自
動
納
付
の
申
出
）

第
四
十
一
条
の
五

次
の
各
号
に
掲
げ
る
各
年
分
の
特
許
料
又
は
登
録
料
に
係
る
法
第
十
五
条
第
一
項
又
は
法
第
十

五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
許
料
又
は
登
録
料
の
納
付
の
申
出
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
特
許
庁
長
官

に
提
出
し
た
書
面
（
以
下
「
自
動
納
付
申
出
書
」
と
い
う
。）を
援
用
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

特
許
法
第
百
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
第
四
年
以
後
の
各
年
分
の
特
許
料
（
特
許
法
第
六
十

七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
延
長
さ
れ
た
期
間
に
係
る
特
許
料
を
除
く
。）

二

実
用
新
案
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
第
四
年
以
後
の
各
年
分
の
登
録
料

三

意
匠
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
第
二
年
以
後
の
各
年
分
の
登
録
料

２

自
動
納
付
申
出
書
に
は
、
自
動
納
付
の
申
出
を
し
た
者
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
そ
の
自
動
納
付
申
出
書
の
援

用
に
よ
る
納
付
に
係
る
特
許
権
の
特
許
番
号
及
び
そ
の
特
許
権
者
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
又
は
実
用
新
案
権
の
実

用
新
案
登
録
番
号
及
び
そ
の
実
用
新
案
権
者
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
又
は
意
匠
権
の
意
匠
登
録
番
号
及
び
そ
の
意

匠
権
者
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

特
許
権
、
実
用
新
案
権
又
は
意
匠
権
に
つ
い
て
、
自
動
納
付
申
出
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
次
の
各
号

に
掲
げ
る
日
の
四
十
日
前
の
日
に
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
自
動
納
付
申
出
書
が
援
用
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

一

特
許
権
に
係
る
特
許
料
の
納
付
の
申
出
に
あ
っ
て
は
、
特
許
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
が
満
了

す
る
日

二

実
用
新
案
権
に
係
る
登
録
料
の
納
付
の
申
出
に
あ
っ
て
は
、
実
用
新
案
法
第
三
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

期
間
が
満
了
す
る
日

三

意
匠
権
に
係
る
登
録
料
の
納
付
の
申
出
に
あ
っ
て
は
、
意
匠
法
第
四
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
が
満

了
す
る
日

（
自
動
納
付
申
出
書
の
様
式
等
）

第
四
十
一
条
の
六

自
動
納
付
申
出
書
は
、
自
動
納
付
申
出
書
の
援
用
に
よ
る
納
付
に
係
る
特
許
権
、
実
用
新
案
権

又
は
意
匠
権
ご
と
に
様
式
第
四
十
の
二
に
よ
り
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
動
納
付
の
申
出
の
取
下
げ
）

第
四
十
一
条
の
七

自
動
納
付
の
申
出
を
し
た
者
が
当
該
自
動
納
付
の
申
出
を
取
り
下
げ
る
と
き
は
、
様
式
第
四
十

の
三
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
一
条
第
三
項
中
「
第
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
の
表
の
」
を
加
え
、「
に
際
し
て
」
を
削
り
、
同
条
第
四

項
中
「
第
四
項
」
の
下
に
「
及
び
第
五
項
」
を
、「
第
十
一
条
第
一
項
」
の
下
に
「
の
表
の
」
を
加
え
、「
に
際
し
て
」

を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

特
許
法
施
行
規
則
第
六
十
九
条
第
六
項
の
規
定
は
、
第
十
一
条
の
表
の
第
一
項
第
十
一
号
若
し
く
は
第
十
二
号

又
は
第
四
十
条
第
一
項
第
一
号
の
特
許
料
等
の
納
付
の
申
出
に
準
用
す
る
。

別
表
第
一
の
一
の
項
及
び
二
の
項
の
表
第
三
欄
中
「
及
び
第
五
十
号
か
ら
第
五
十
三
号
ま
で
」
を
「
、
第
五
十
号

か
ら
第
五
十
三
号
ま
で
及
び
第
六
十
一
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
条
の
見
出
し
を「（
見
込
額
か
ら
の
納
付
又
は
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
申
出
の
様
式
等
）」に
改
め
、
同
条

第
一
項
中
「
法
第
十
五
条
第
一
項
（
」
を
「
法
第
十
五
条
第
一
項
又
は
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
（
こ
れ
ら
の
規
定

を
」
に
、「
次
項
」
を
「
以
下
こ
の
条
」
に
改
め
、「
に
際
し
て
」
を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

実
用
新
案
登
録
出
願
を
す
る
者
が
納
付
す
べ
き
登
録
料
若
し
く
は
商
標
権
の
更
新
登
録
の
申
請
を
す
る
者
が
納

付
す
べ
き
登
録
料
若
し
く
は
割
増
登
録
料
又
は
手
数
料
を
法
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
口
座
振
替
に

よ
り
納
付
す
る
場
合
の
申
出
は
、
手
続
に
係
る
書
面
に
、
振
替
番
号
及
び
納
付
し
よ
う
と
す
る
登
録
料
若
し
く
は

割
増
登
録
料
又
は
手
数
料
の
額
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

様
式
第
九
の
備
考
20
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

20
「【
手
数
料
の
表
示
】」の
欄
は
、
第
40条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
見
込
額
か
ら
の
納
付
の
申
出
を
行
う
と
き
は
、

「【
予
納
台
帳
番
号
】」に
は
予
納
台
帳
の
番
号
を
、「【
納
付
金
額
】」に
は
見
込
額
か
ら
納
付
に
充
て
る
手
数
料
の
額

（「
円
」、「
，」等
を
付
さ
ず
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
み
で
表
示
す
る
こ
と
。
以
下
こ
の
様
式
に
お
い
て
同
じ
。）を
記
録

す
る
。
特
許
法
第
195条

第
８
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
現
金
に
よ
り
手
数
料
を
納
付
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、

第
40条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
申
出
を
行
う
と
き
は
、「【
予
納
台
帳
番
号
】」を「【

振
替

番
号
】」と

し
、
振
替
番
号
を
記
録
し
、「【
納
付
金
額
】」に

は
納
付
す
べ
き
手
数
料
の
額
を
記
録
す
る
。
特
許
法
第

195条
第
８
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
現
金
に
よ
り
納
付
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
現
金
手
続
省
令
第
５
条
の

規
定
に
よ
る
納
付
書
（
以
下
「
納
付
書
」
と
い
う
。）を
用
い
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
特
定
手
続
を
行

う
と
き
は
、「【
予
納
台
帳
番
号
】」を「【

納
付
書
番
号
】」と

し
、
歳
入
徴
収
官
事
務
規
程
（
昭
和

27年
大
蔵
省
令
第

141号
。
以
下
「
事
務
規
程
」
と
い
う
。）別
紙
第
４
号
の
12書
式
に
定
め
る
納
付
書
番
号
を
記
録
す
る
も
の
と
し
、

第
41条
の
９
に
規
定
す
る
納
付
情
報
（
以
下
「
納
付
情
報
」
と
い
う
。）を
用
い
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し

て
特
定
手
続
を
行
う
と
き
は
、「【
予
納
台
帳
番
号
】」を「【

納
付
番
号
】」と

し
、
納
付
番
号
を
記
録
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、「【
納
付
金
額
】」の
欄
は
設
け
る
に
及
ば
な
い
。

様
式
第
十
一
の
備
考
20
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

20
「【
手
数
料
の
表
示
】」の
欄
は
、
第
40条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
見
込
額
か
ら
の
納
付
の
申
出
を
行
う
と
き
は
、

「【
予
納
台
帳
番
号
】」に
は
予
納
台
帳
の
番
号
を
、「【
納
付
金
額
】」に
は
見
込
額
か
ら
納
付
に
充
て
る
手
数
料
の
額

（「
円
」、「
，」等
を
付
さ
ず
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
の
み
で
表
示
す
る
こ
と
。
以
下
こ
の
様
式
に
お
い
て
同
じ
。）を
記
録

す
る
。
意
匠
法
第
67条
第
６
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
現
金
に
よ
り
手
数
料
を
納
付
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、

第
40条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
の
申
出
を
行
う
と
き
は
、「【
予
納
台
帳
番
号
】」を「【

振
替

番
号
】」と

し
、
振
替
番
号
を
記
録
し
、「【
納
付
金
額
】」に

は
納
付
す
べ
き
手
数
料
の
額
を
記
録
す
る
。
意
匠
法
第

67条
第
６
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
現
金
に
よ
り
手
数
料
を
納
付
し
た
場
合
で
あ
っ
て
、
納
付
書
を
用
い
、

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
特
定
手
続
を
行
う
と
き
は
、「【
予
納
台
帳
番
号
】」を「【

納
付
書
番
号
】」と

し
、

事
務
規
程
別
紙
第
４
号
の
12書
式
に
定
め
る
納
付
書
番
号
を
記
録
す
る
も
の
と
し
、
納
付
情
報
を
用
い
、
電
子
情

報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
特
定
手
続
を
行
う
と
き
は
、「【
予
納
台
帳
番
号
】」を「【

納
付
番
号
】」と

し
、
納
付
番
号

を
記
録
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、「【
納
付
金
額
】」の
欄
は
設
け
る
に
及
ば
な
い
。
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